






1 目的

　乳幼児の姿勢反射・反応の応答様式,応答の強弱は月令により異なる。また

同一乳幼児でも,精神的状態(state)や体位・構えによって応答の様式.強弱は

異なる。それゆえ,乳幼児の姿勢反射・反応の発達度やその機序を検討すると

きには種々の条件設定が必要である。今回乳幼児を逆懸垂位(inverted

position)にした時に乳幼時が示す頸部・躯幹の伸展の有無を検討する。最終

的には同じ逆懸垂位の姿勢になるが,出発肢位が腹臥位とでは頸部・躯幹の伸

展に差があるが,あるとすればこの差は月令によって異なるか,精神的状態はど

のような影響を与えるか,を検討する。


